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I．はじめに 

 

１． 調査調査調査調査のののの概要概要概要概要 

（1）調査対象 奈良県内の全市町村を対象に、一般家庭の中から約１万世帯を無作為に抽出。 
（2）調査方法 調査員が各世帯を訪問し、留置により調査。 

（3）調査期日 平成 21年 10 月 1 日。 

（4）回収結果 回収率：88.7％（調査票配布 10,285 世帯に対し、9,127 世帯が回答） 
 

２． 地域地域地域地域のののの区分区分区分区分 
 本調査において、地域別の分析を行っている場合は、特に断っている場合を除き、以下の区分に依っている。 図表I-１ 奈良県における地域の区分 区 分 名 市 町 村 名 地域 1 （北部） 奈良市・大和郡山市・天理市・生駒市・山添村・川西町・三宅町・ 田原本町 地域 2 （西部） 平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・王寺町・河合町 地域 3 （中部） 大和高田市・橿原市・御所市・香芝市・葛城市・高取町・明日香村・ 広陵町 地域 4 （東部） 桜井市・宇陀市・曽爾村・御杖村 地域 5 （南東部） 吉野町・大淀町・下市町・黒滝村・天川村・下北山村・上北山村・川上村・東吉野村 地域 6 （南西部） 五条市・野迫川村・十津川村 (資料)奈良県資料  
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II．回答者の属性 

 

１． 地域別地域別地域別地域別 ・ 概ね国勢調査（平成 17 年）の人口分布に沿って回答が得られている。 ・ 北部（奈良市など）が全体の半数近くを占めている。 図表II-１ 回答者の地域別分布 実数 比率 実数 比率北 部 4,373 47.9% 254,885 50.9%西 部 896 9.8% 51,100 10.2%中 部 2,225 24.4% 130,168 26.0%東 部 677 7.4% 34,043 6.8%南 東 部 620 6.8% 16,564 3.3%南 西 部 336 3.7% 14,234 2.8%県 全 体 9,127 100.0% 500,994 100.0%
国勢調査（’05）本調査

 
２． 男女別男女別男女別男女別 ・ 本調査は「世帯主」に記入していただく形式を取っている。 ・ 世帯主は９割近くが男性。ただし、単身世帯に限った場合、世帯主が女性（女性の一人暮らし）である世帯が６割を超えている。 図表II-２ 世帯主の男女比率 

87.3%93.4%99.0%37.1%

12.6%6.4%
62.8%

0.7%
0.1%0.3%
0.1%0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全　体(n=9,127)二人以上の世帯(n=8,129)配偶者がいる二人以上の世帯(n=7,311)単身世帯(n=998) 男 女 不明     単身世帯では女性が世 帯 主 の 割 合 が 高い。 
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３． 年齢別年齢別年齢別年齢別 ・ 全体の 50％以上の世帯主が 60 歳以上となっている。国勢調査の結果（平成 17 年）と比べ、やや世帯主が高齢者である比率が高くなっている。 図表II-３ 回答者の世帯主年齢別分布 【本調査】 1.8%2.0%2.0%2.1%1.2%0.6%0.3%

11.2%12.1%11.6%13.0%6.6%8.3%

15.0%16.2%12.6%16.5%12.7%8.9% 12.2%

19.4%19.4%19.5% 19.2%20.4%17.4% 20.8%

26.4%26.5%29.7%25.9%27.2%24.0% 20.5%

25.7%23.4%23.3%22.8%31.5%43.9%37.2%5.0%
0.4%0.3%1.2%0.4%0.4%0.2%0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答   
４． 世帯類型世帯類型世帯類型世帯類型 ・ 本調査の回答者の世帯は、県全体では「夫婦と子の世帯」が 39.4％を占めている。地域別にみると、南東部や南西部において、高齢単独世帯の比率が高くなっている。 図表II-４ 回答者の世帯の世帯類型 

    

7.2%6.5%4.1%5.6%7.4% 17.4%15.5%

3.8%4.6%2.7%3.1%1.9% 4.0%
16.2%16.2%18.2%14.2%16.2% 23.1%13.1%

8.8%9.6%9.4%8.8%6.4% 6.3%6.5%

39.4%41.9%44.3%41.5%33.4% 20.5%26.2%

4.5% 4.3%4.7%5.8%3.1% 1.8%5.1%

4.5%3.4%4.1%4.8%6.9% 8.2%5.4%

13.4%11.7%10.6%13.9%20.7%15.0%23.2% 4.0%3.7%3.0% 2.1%

2.2%1.9%1.9%2.2%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部（n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 高齢単独世帯 高齢以外の単独世帯 高齢夫婦世帯（夫婦のみ）高齢以外の夫婦のみの世帯 夫婦と子の世帯 1人親と子の世帯子と親の世帯 3世代（以上）世帯 その他の親族世帯  

世帯主の半分以上が60 歳以上。 

お年寄りの一人暮らしの割合が高い。 
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III．生活行動 

 

１． 世帯世帯世帯世帯員員員員のののの生活行動生活行動生活行動生活行動 

（1）主に家事を担当する人（問 5） ・ 主に家事を担当しているのは「配偶者」という回答が８割以上を占めている。 ・ 30 歳未満や 30 歳代の若い世帯主は比較的積極的に家事にかかわっている。 図表III-１ 主に家事を担当する人 

（回答者数=8,129）
世帯主8.7%子の配偶者2.1% 無回答 2.7%

配偶者82.1%
子 1.4% 父母（配偶者の父母を含む2.6% その他 0.4%

 （注）世帯主・配偶者の男女内訳は、世帯主男：3.9%、世帯主女： 4.8%、配偶者男：0.2% 、配偶者女 81.6%、配偶者性別不明：0.3％ 図表III-２ 年齢別にみた世帯主の家事へのかかわり（単身世帯以外） 8.7%9.1%7.2%7.1%8.1%9.4%10.5%

13.8%19.0%20.4%13.6%10.9%13.4%13.3%

20.9% 29.8%32.2%23.9%18.9% 21.1%13.6%

56.6% 42.1%40.1%55.3%62.2%56.1%62.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体（n=8,129）30歳未満（n=121）30～39歳（n=980）40～49歳（n=1,328）50～59歳（n=1,677）60～69歳（n=2,163）70歳以上（n=1,821） 主に家事をしている かなりかかわっている 少しかかわっている していない  (注）単身以外の世帯における世帯主を対象に集計。 

家事の主な担当者は配偶者。 

若い世代は世帯主でもある程度家事に参加。 
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（2）未就学児の子育てについて（問 6・問 8） ・ 単身世帯以外の世帯のうち、世帯員の中に未就学児がいるのは 13.6％。 ・ 未就学児がいる世帯では、親などの親戚に来てもらったり、家に預けたりして支援を受けているところが多い。 図表III-３ 未就学児の有無 

（回答者数=8,129）

未就学児がいる13.6%
未就学児がいない86.4%

  図表III-４ 利用しているサービスや支援（複数回答） 51.4%31.4%30.6%9.7%8.0%6.0%0.4%0.3%2.5% 12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%別居の親戚（親など）に来てもらったり、親戚宅で世話をしてもらう幼稚園保育所（園）地域の子育て支援センター・つどいの広場幼稚園・保育所（園）の一時預かり近所の人に来てもらったり、近所宅で世話をしてもらうファミリーサポートセンターベビーシッターその他無回答 (回答者数=1,108)    

親や親戚の助けを借りている世帯が多い。 幼稚園、保育所（園）の利用率は同程度。 
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（3）介護・看護の担当者（問 10） ・ 「介護や看護が必要な方がいる」という世帯において、中心となって介護を担っているのは配偶者である世帯の比率が高い。 ・ 南西部では他地域と比較して世帯主や子が介護・看護を行っているという比率が比較的高い。  図表III-５ 介護・看護の担当者 【全体】 

 （回答者数=812）

その他1.0%父母（配偶者の父母を含む3.7%
子5.5% 配偶者54.9%

無回答8.7%子の配偶者1.7% 世帯主24.4%
 （注）世帯主・配偶者の男女内訳は、世帯主男：20.1% 、世帯主女：4.3%、配偶者男：0.0%  、配偶者女 54.6%、配偶者性別不明：0.3％ 【地域別】 24.4%27.1%27.1%19.2%16.9%24.1%32.5%

54.9%56.1%58.6%58.5%46.5% 51.7%40.0% 4.2% 12.5%
1.6%2.8% 8.5%

1.0%
2.8%

8.7%7.6%8.8%18.3%10.3%5.2%6.2%
7.1%4.5%5.5%

1.7%
2.1%1.7%

7.5%5.2%3.6%
2.9%2.4%3.7%

1.7%2.1%
0.3%

7.5%
4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=812)北部(n=380)西部(n=70)中部(n=193)東部(n=71)南東部(n=58)南西部(n=40) 世帯主 配偶者 子 子の配偶者 父母（配偶者の父母を含む その他 無回答   

配 偶 者 が 主 な 介護・看護の担い手。 

南西部では世帯主や子が介護・看護を行っている比率が比較的高い。 
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（4）買い物の際の交通手段（問 14①） ・ 全体では、「自家用車」という回答が群を抜いて多い。 ・ 東部・南東部・南西部では「自家用車」という回答の比率が他の地域と比べて特に高くなっている。 ・ 世帯主が 30-50 歳代の世帯で、「自家用車」という回答の比率が他の世代と比べて高い。一方、世帯主の年齢が 60 歳以上になると、「自家用車」の比率は低くなり、「徒歩」の比率が高まる。 図表IIIIIIIIIIII-６ 買い物の際の主な交通手段 【全体】 

   （回答者数=9,127）

無回答2.5%その他1.5%電車・バス3.0% 徒歩11.7%自転車・バイク18.5%自家用車62.8%
 「買い物には車」という世帯の比率が群を抜いて高い。 



 8 

【地域別】 11.7%13.7%11.3%10.6%7.4%11.3%4.8%

18.5%18.7%21.2%24.9%10.2%5.3%8.3%

62.8%60.5%60.8%59.7%73.7%74.4%74.4%

3.0%4.0%2.6%
3.6% 6.3%3.9%2.7%1.0%3.2%3.2%0.9%

0.7%1.0%1.5%

2.7%1.9%2.8%2.9%3.5%2.1%2.5%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 徒歩 自転車・バイク 自家用車 電車・バス その他 無回答  【世帯主年齢別】 11.7%16.8%7.3%8.0%7.2%11.8%18.9%

18.5% 20.4%12.7%17.9%16.5% 21.9% 19.4%

62.8% 58.7%77.7%71.2%73.0%60.8%45.8% 7.4% 3.9% 4.6%2.4%1.2%
1.0%0.7%1.2%3.0%

0.8%0.5%0.3%0.6%
1.8%1.5%

2.3%1.6%1.7%1.1%1.2%2.5%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)30歳未満(n=167)30～39歳(n=1,026)40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769)60～69歳(n=2,405)70歳以上(n=2,350) 徒歩 自転車・バイク 自家用車 電車・バス その他 無回答  

東部・南東部・南西部は自家用車の比率が特に高い。 

高齢になると自家用車の比率が下がり、徒歩の比率が高まる。 
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（5）品目ごとの買い物をした地域（問 15①） ・ 回答者全体でみると、奈良市で買い物をしている比率が高い。 ・ 県内で、自市郡以外から多くの買い物客を集めているのは橿原市であることがわかる。 ・ 「外出着・おしゃれ着」「贈答品」「靴・履物」など、県外という回答の比率が高い品目も多い。 図表IIIIIIIIIIII-７ 品目ごとの買い物をした地域 27.2%27.0%28.8%29.1%29.9%28.1%28.5%25.7% 31.8%33.0%29.1% 35.5%29.6% 33.1%

10.6%11.9% 20.6%14.5% 21.1%20.5%19.7%11.0%12.2% 17.3% 21.2%14.1% 23.3%22.8%18.4%

2.8%3.7% 20.6%8.4%10.1% 14.5%16.5%4.5% 8.8%6.4% 11.9%7.4% 10.8% 16.5%10.7%

26.7%0% 10% 20% 30% 40% 50%食料品日用品・金物・雑貨類外出着・おしゃれ着肌着・下着類子供服・ベビー服服飾雑貨靴・履物医薬品化粧品家電製品家具・インテリア本、雑誌、ＣＤ、ビデオなどスポーツ・レジャー用品贈答品外食

奈良市橿原市県外

 図表IIIIIIIIIIII-８ 他の市郡から奈良市・橿原市・県外へ買い物に行く比率 1.9%2.3% 6.3%4.8%5.6%5.7%5.5%2.3% 3.3% 6.0% 7.5%3.4% 9.3%6.4%6.5%

2.8% 3.9% 14.0%7.5% 13.5%13.0%12.3%3.1% 5.4% 9.6% 13.2%6.6% 15.3%14.9%10.7%

2.8%3.7% 20.6%8.4% 10.1% 14.5% 16.5%4.5% 8.8%6.4% 11.9%7.4% 10.8% 16.5%10.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25%食料品日用品・金物・雑貨類外出着・おしゃれ着肌着・下着類子供服・ベビー服服飾雑貨靴・履物医薬品化粧品家電製品家具・インテリア本、雑誌、ＣＤ、ビデオなどスポーツ・レジャー用品贈答品外食 奈良市橿原市県外  （注）県外はすべて他の市郡にあたるため前出のグラフと値は同じ。 
 

「外出着・おしゃれ着」「靴・履物」「贈答品」などは県外に買い物に行く比率が高い。 
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２． 就業就業就業就業のののの状況状況状況状況とととと就業就業就業就業にににに関関関関するするするする生活行動生活行動生活行動生活行動 

（1）就業者の雇用形態（問１⑤） ・ 高齢化を反映し、非就業者の割合がおよそ３分の１を占めている。 ・ 20 歳代と 40 歳代で比較的非正規雇用者の比率が高い。 図表IIIIIIIIIIII-９ 就業者の雇用形態 

（対象者数=22,995）
無回答11.9%

家族従業者・内職 4.9% 非正規雇用者14.3%非就業者33.7% 正規雇用者35.2%
 （注１）20歳以上の世帯員全体を対象としているため、対象者数は調査票回収数を超えている。 （注２）集約・整理した就業形態の分類は以下の通り。 正規雇用者：正規の職員・従業員、会社などの役員 雇人がいる事業主、雇人がいない事業主 非正規雇用者：契約社員、派遣社員、パート・アルバイト（学生バイトを含む） 家族従業者：家族従業者、内職 非就業者：非就業の学生（予備校生・自宅浪人を含む）、非就業（学生を除く）（職を探している）、非就業（学 生を除く）（職を探していない） 【世帯員年齢別】 35.2%44.4%51.1%52.7%50.6%20.3%

14.3% 20.4% 18.9%20.4%15.9%14.3%1.5%

4.9% 1.5% 4.1% 5.4%5.9%6.7%

33.7% 27.1%19.8%15.8%21.0%44.0%61.4%

11.9%6.6%6.1%5.7%6.5%14.7%25.5%6.7% 4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=22,995)20～29歳(n=2,853)30～39歳(n=3,706)40～49歳(n=3,346)50～59歳(n=3,756)60～69歳(n=4,629)70歳以上(n=4,705) 正規雇用者 非正規雇用者 家族従業者・内職 非就業者 無回答   
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（2）女性・配偶者の就労状況（問１⑤） ・ 女性は非就業者が４割を超えている。また、就業者でみると、正規雇用者よりも非正規雇用者の方が割合が高い。 ・ 配偶者が正規雇用者である世帯では、世帯主が家事にかかわっている比率が高い。 図表IIIIIIIIIIII-１０ 女性の就労状況 

（回答者数=11,344）

無回答13.6%
家族従業者・内職 7.6%

非正規雇用者20.2%非就業者42.0%
正規雇用者16.6%

 （注１）20歳以上の女性の世帯員全体を対象としているため、対象者数は調査票回収数を超えている。 （注２）集約・整理した就業形態の分類は図表 III-９と同様 図表IIIIIIIIIIII-１１ 配偶者の就業形態別にみた世帯主の家事へのかかわり 
3.1%4.9%2.1%3.1%2.8%4.3%

14.7% 22.7%15.6%11.0%13.8%12.5%

22.6% 23.9%25.0%16.4% 24.6%15.1%

59.6% 48.5%57.4%69.5%58.8%68.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=7,311)正規雇用者(n=777)非正規雇用者(n=1,548)家族従業者・内職(n=653)非就業者(n=3,329)無回答(n=1,004) 主に家事をしている かなりかかわっている 少しかかわっている していない
配偶者の就業形態

世帯主の家事へのかかわり

 （注１） 配偶者のいる世帯の世帯主を対象に集計 （注２） 正規雇用者である配偶者（n=777）の男女内訳は男性 19 名、女性 756 名、性別不明２名 

正規雇用者よりも非正規雇用者のほうが多い。 

配偶者が正規雇用者である世帯の世帯主は、家事へのかかわりが強い。 
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IV．つながり 

 

１． 別居別居別居別居しているしているしているしている親戚親戚親戚親戚とのつながりとのつながりとのつながりとのつながり ・ 子（孫）などの世話や家事の手伝いなど比較的内容の濃いつきあいをしている親戚がどこに住んでいるかを、地域別に分析した。 ・ 「子（孫）などの世話に行ったり来たりする」親戚が「県外」にいると回答した比率が高いのは西部で、低いのは南東部。ただし、西部は「近所（歩いていけるところ）」という回答の比率も高い。 ・ 「家事の手伝いや身の回りの世話に行ったり来たりする」親戚については、北部と西部で「県外」の比率が高く、南東部・南西部で比率が低いという傾向が顕著。 図表IVIVIVIV-１ つきあいの深い親戚の居住地   6.27.37.14.57.86.67.11.86.47.48.38.4

18.021.518.415.611.712.313.913.3 12.2 18.218.814.7

20.09.815.718.814.7 32.015.812.4 16.6 18.719.330.5

24.125.5 34.439.748.521.325.533.2 38.4 27.6 41.131.6

31.835.9 24.521.417.327.937.739.4 26.428.1 12.514.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%北部西部中部東部南東部南西部北部西部中部東部南東部南西部
子（孫）などの世話
に
行ったり来たりする

家事の手伝いや身の回りの世話に行ったり来たりする同じ家屋又は同じ敷地の別棟 近所（歩いて行けるところ） 同じ市町村内 県内 県外  （注１）本調査で対象とした「親戚」は以下の通り。「世帯主の親」「配偶者の親」「世帯主と配偶者の子」「世帯主の兄弟姉妹」「配偶者の兄弟姉妹」。 （注２）各地域における「子（孫）などの世話に行ったり来たりする」「家事の手伝いや身の回りの世話に行ったり来たりする」という親戚の数を分母として、それぞれの居住地を分子にとって比率を算出している。     

同じ市町村内につきあいが深い親戚がいる（南西部）。 近所につきあいが深い親戚がいる（西部）。 
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２． 地域社会地域社会地域社会地域社会とのつながりとのつながりとのつながりとのつながり 

（1） 近所とのつきあいの程度（問 17） ・ 近所づきあいの程度は「日常的に立ち話をする人がいる」「あいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいる」といった回答の比率が高い。 ・ 東部・南東部・南西部では「互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる」という回答の割合が全体と比較して高い。 ・ 30 歳未満においては、「つきあいをしている人はいない」という回答が 21.0％と他の年代に比べて目立って高い  図表IVIVIVIV-２ 近所とのつきあいの程度 【全体】 

 （回答者数=9,127）

無回答12.8%
あいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいる 25.7% 日常的に立ち話をする人がいる 35.5%

つきあいをしている人はいない2.9% 互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる 23.2%

 「日常的に立ち話をする人がいる」「あいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいる」という世帯が多い 
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【地域別】  

   

18.8%22.8%21.6%28.8% 47.6%34.5%
35.8%36.5%36.3% 35.5% 29.5%34.5%

29.8%26.8%24.5%19.1% 11.6%18.2%
3.9%1.9%2.8%0.9% 0.8%0.6%

11.8%12.1%14.8%15.8%10.5%12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる日常的に立ち話をする人がいるあいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいるつきあいをしている人はいない無回答     【世帯主年齢別】 

 

8.4% 19.4%22.4%21.9%23.3%27.3%
18.6% 33.3%33.0%36.0%39.0%35.1%

38.3% 33.5%30.9%29.2%23.7%18.0%
21.0% 5.0%3.6%2.7%1.8%1.5%

13.8%8.8%10.2%10.3%12.2%18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%30歳未満(n=167)30～39歳(n=1,026)40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769)60～69歳(n=2,405)70歳以上(n=2,350) 互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる日常的に立ち話をする人がいるあいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいるつきあいをしている人はいない無回答   

南 東部は近 所づ きあいが 深い 世帯の比 率が高い。 

北 部は近所 づき あいが薄 い世 帯の比率 がやや高い。 

世帯主が 30 歳未満の若い世帯は近所づきあいが薄い傾向が顕著。 
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（2）近所づきあいの程度と地域社会・地域活動との関係 ・ 近所づきあいの深い世帯ほど、「自治会・町内会」を始めとして、多様な地域団体に加入している比率が高い。 ・ 「つきあいをしている人はいない」という世帯は地域団体に「加入していない」という回答の比率が顕著に高い。 ・ 近所づきあいの深い世帯ほど、多様なボランティア活動へ参加しているという回答の比率が高い。 ・  「つきあいをしている人はいない」という世帯は「参加していない」という回答の比率が顕著に高い。 図表IVIVIVIV-３ 近所づきあいの程度別にみた地域団体への加入状況 自治会・町内会 高齢者団体（老人会等）
ＰＴＡ ＮＰＯ・ボランティア・

市民活動団体 女性団体（婦人会等）
少年者団体（子供会等）

消防団・自警団等
壮青年者団体（青年団

等） 加入していない全　体 N= 9,127 85.4% 17.3% 13.6% 8.1% 7.7% 4.8% 3.7% 1.4% 9.8%互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力し合っている人がいる N= 2,115 90.8%90.8%90.8%90.8% 27.6%27.6%27.6%27.6% 18.0% 14.1%14.1%14.1%14.1% 14.5%14.5%14.5%14.5% 6.8% 6.0% 2.3% 3.9%日常的に立ち話をする人がいる N= 3,237 91.3%91.3%91.3%91.3% 18.5% 14.5% 8.4% 8.2% 5.1% 4.2% 1.5% 4.4%あいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいる N= 2,348 82.3% 8.3% 12.6% 4.1% 2.8% 3.7% 2.0% 0.9% 12.9%つきあいをしている人はいない N= 262 51.5% 2.3% 4.2% 1.5% 0.8% 0.8% 0.0% 0.0% 44.3%44.3%44.3%44.3%つきあいの程度  （注）全体の回答率と比較して５ポイント以上大きい場合は白抜白抜白抜白抜きききき、５ポイント以上小さい場合は斜体で示している。 図表IVIVIVIV-４ ボランティアの参加状況 自然・環境保護関連
（ゴミ拾い・リサイ

クル運動など含む）
地域の伝統文化・行

事 スポーツ・芸術振興
関連 まちづくり・まちお

こし関連 健康・医療関連 人権・平和関連 観光振興・国際交流
関連 参加していないN= 9,127 28.7% 25.7% 12.8% 11.0% 9.9% 8.8% 3.5% 56.1%互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力し合っている人がいる N= 2,115 41.4%41.4%41.4%41.4% 39.7%39.7%39.7%39.7% 20.9%20.9%20.9%20.9% 19.2%19.2%19.2%19.2% 17.1%17.1%17.1%17.1% 15.7%15.7%15.7%15.7% 6.5% 39.9%日常的に立ち話をする人がいる N= 3,237 31.9% 29.2% 14.6% 11.8% 10.7% 9.7% 3.6% 50.5%あいさつ程度の最小限のつきあいをしているひとがいる N= 2,348 20.7% 15.8% 6.7% 5.0% 5.0% 3.4% 1.7% 66.8%66.8%66.8%66.8%つきあいをしている人はいない N= 262 2.7% 3.8% 0.4% 1.5% 0.4% 0.8% 0.4% 93.9%93.9%93.9%93.9%

全   体つきあいの程度      （注）全体の回答率と比較して５ポイント以上大きい場合は白抜白抜白抜白抜きききき、５ポイント以上小さい場合は斜体で示している。 

近所づきあいの深い世帯ほど、多様な地域団体に加入している。 

近所づきあいの深い世帯ほど、ボランティアへの参加率が高い。 
近所づきあいの薄い世帯はボランティアへの参加率が低い。 
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V．家計の状況 

 

１． 支出支出支出支出 ・ 回答者全体でみると、最も多いのは「15～20 万円未満」、次に「10～15 万円未満」。 ・ 南東部や南西部では、一ヶ月当たりの支出額が 20 万円未満の範囲に収まる世帯の比率が他地域と比べてやや高い。 ・ 世帯主が 30 歳未満の世帯では、支出額の低さが他の年代と比べて顕著。 図表VVVV-１ 世帯全体の家計支出 【全体】 

（回答者数=9,127）
10～15万円未満17.5%15～20万円未満20.0%20～25万円未満16.6%

25～30万円未満12.8%30～35万円未満7.3%
40～45万円未満2.1%35～40万円未満4.1% 10万円未満9.6%

無回答6.3%45～50万円未満1.3% 50万円以上2.4%

 15～20 万円未満という世帯が最も多い。 
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【地域別】 9.6%7.8%6.9%10.6%11.5%16.1%17.6%

17.5%16.2%17.3%17.4%19.4% 24.0%19.0%

20.0%19.7%18.5% 20.7%18.8% 19.8%25.6%

16.6%16.7%18.8%15.8%18.5% 15.6%12.2%

12.8%13.6%13.6%12.5%10.2% 11.3%10.1%

7.3%8.5%7.0%7.1%5.2%
5.4%

4.5% 2.6% 5.6%7.4%7.6%4.2%2.4%2.3%3.0%3.1%
5.2%4.1%

0.6%1.0%1.0%1.9%2.6%
2.1%

0.3%1.1%1.5%1.1%1.2%1.6%1.3%

0.9%2.1%2.2%2.1%2.2%2.7%2.4% 6.3%

6.0%2.4%8.9%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 10万円未満 10～15万円未満 15～20万円未満 20～25万円未満 25～30万円未満 30～35万円未満35～40万円未満 40～45万円未満 45～50万円未満 50万円以上 無回答   【世帯主年齢別】 

0%10%20%30%40%50%

10万円未満 10～15万円未満 15～20万円未満 20～25万円未満 25～30万円未満 30～35万円未満 35～40万円未満 40～45万円未満 45～50万円未満 50万円以上

全体(n=9,127) 30歳未満(n=167) 30～39歳(n=1,026) 40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769) 60～69歳(n=2,405) 70歳以上(n=2,350)

 

南東部、南西部で20 万円未満の比率が高い。 世帯主が 30 歳未満の世帯は支出額が低い。 
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２． 収入収入収入収入 ・ 全体として、年間世帯収入が 500 万円未満の範囲で回答世帯の半数以上を占めている。 ・ 収入が「1000 万円以上」という回答の比率は、北部において全体と比べて高くなっている。 ・ 50 歳代までは世帯主の年齢が上がるほど収入が増えていく傾向がうかがえる。 図表VVVV-２ 世帯全体の収入 【全体】 

（回答者数=9,127）

100万円未満4.4% 100～200万円未満9.8%200～300万円未満14.6%300～400万円未満13.4%400～500万円未満10.7%

無回答9.0%1000万円以上8.2%800～1000万円未満7.8%700～800万円未満5.9%600～700万円未満7.2% 500～600万円未満8.9%   年収 500 万円未満の範囲で世帯の半数。 
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【地域別】  4.4%3.5%2.6%4.2%5.5%10.5%8.9%

9.8%7.9%6.9%10.7%9.2% 21.9%15.5%

14.6%13.4%12.9% 16.0%16.0% 18.9%15.2%

13.4%13.1%13.3% 13.5%13.1% 16.0%13.4%

10.7%11.5%10.9% 10.5%9.7% 6.5%9.8%

8.9%9.6%10.8% 8.8%7.2% 5.3%6.3%

7.2%8.1%7.5% 6.7%6.6% 4.5%4.2%

5.9%6.4%7.0% 5.3%5.8% 3.7%4.8%

7.8%8.8%8.6%7.1%5.0% 4.4%8.3%

8.2%10.2%7.9%7.1%5.2% 4.2%4.8%

9.0%7.4%11.5%10.0%16.7% 4.2%8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満400～500万円未満 500～600万円未満 600～700万円未満 700～800万円未満800～1000万円未満 1000万円以上 無回答   【世帯主年齢別】 

0%10%20%30%40%50%

100万円未満 100～200万円未満
200～300万円未満

300～400万円未満
400～500万円未満

500～600万円未満
600～700万円未満

700～800万円未満
800～1000万円未満

1000万円以上

全体(n=9,127) 30歳未満(n=167) 30～39歳(n=1,026) 40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769) 60～69歳(n=2,405) 70歳以上(n=2,350)

 

北部で年収１千万円以上の比率が高い。 

50 歳代は年収が多い世帯の比率が高い。 
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３． 貯蓄貯蓄貯蓄貯蓄 ・ 選択肢の回答としては「貯蓄はない」という回答が最も多く、貯蓄が 600 万円未満の範囲で回答世帯の半数以上を占めている一方で、1000 万円以上の貯蓄があると回答した世帯も４分の１近くいる。 ・ 北部と西部において「3000 万円以上」という回答の比率が全体に比べて高い。 ・ 年代が上がるほど貯蓄額が増えている傾向が顕著。 図表VVVV-３ 世帯全体の貯蓄 【全体】 

（回答者数=9,127）400～600万円未満7.7%600～800万円未満4.6%800～1000万円未満6.6%
1000～1500万円未満6.4%

3000万円以上7.4%1500～3000万円未満10.5%
無回答12.8%

200～400万円未満10.6%
100～200万円未満8.1%

100万円未満11.6%
貯蓄はない13.7%

 

選択肢としては「貯蓄はない」という回答が最多。 
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【地域別】  13.7%13.3%9.9%15.4%12.7%15.6%17.0%

11.6%11.3%11.6% 12.9%9.0% 11.6%12.5%

8.1%8.0%6.4% 7.6%8.4% 11.5%11.3%

10.6%10.4%9.2% 11.4%8.4% 13.2%10.1%

7.7%7.9%7.7% 6.5%9.2% 8.9%7.4%

4.6%4.8%5.9% 4.1%3.2% 4.5%3.3%

6.6%7.0%5.8% 6.5%6.4% 7.1%4.2%

6.4%7.1%7.7% 5.6%5.2% 4.4%4.5%

10.5%11.1%10.4% 10.1%10.0% 9.7%7.7%

7.4%8.3%9.9%5.8%5.9% 5.5%4.8%

12.8%10.6%15.5%14.1%21.6% 8.1%17.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 貯蓄はない 100万円未満 100～200万円未満 200～400万円未満400～600万円未満 600～800万円未満 800～1000万円未満 1000～1500万円未満1500～3000万円未満 3000万円以上 無回答   【世帯主年齢別】  

0%10%20%30%40%50%

貯蓄はない 100万円未満 100～200万円未満
200～400万円未満

400～600万円未満
600～800万円未満

800～1000万円未満
1000～1500万円未満

1500～3000万円未満
3000万円以上

全体(n=9,127) 30歳未満(n=167) 30～39歳(n=1,026) 40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769) 60～69歳(n=2,405) 70歳以上(n=2,350)

  

北部・西部で貯蓄額が高い世帯の比率が高い。 

世帯主が 30 歳未満では貯蓄額は少ない。 世帯主が 60 歳代で貯蓄額が多め。 
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４． 借入金借入金借入金借入金 ・ 「借入金はない」という回答が全体の約半数。 ・ 南東部では「借入金はない」という世帯の比率が特に高い。 ・ 60 歳代と 70 歳代で「借入金はない」という回答の比率が特に高い一方で、30 歳代と 40歳代で「1500～3000 万円未満」という回答の比率が他の属性に比べて特に高い。 図表VVVV-４ 世帯全体の借入金の内訳 【全体】 

（回答者数=9,127）
600～800万円未満 1.8%400～600万円未満 2.5%200～400万円未満 3.0% 100～200万円未満 3.1%100万円未満5.6%

800～1000万円未満 2.7%1000～1500万円未満4.3%
1500～3000万円未満10.5%

3000万円以上2.8% 無回答12.2%
借入金はない51.5%

 借入金はない、という世帯が約半数。 
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【地域別】 51.5%52.3%47.7%45.5% 54.8% 67.3%55.4%
3.2%6.9% 5.9% 6.0%8.0%

4.2%
4.0%3.0% 4.0%3.6%

4.9%
4.8%

10.5%11.1%13.5%12.3%6.6%
2.8%2.9%2.7%3.1%3.4%

12.2%10.6%15.3%13.9%16.4%
5.2%5.6%

2.7%3.0% 2.8%3.1%
2.7%2.6%3.8% 2.8%3.0%

4.2% 1.9%3.0%2.7%1.8% 2.4%2.5%

1.8% 1.5%1.5%2.0%1.6%1.8%1.8%

3.0% 1.1%0.9%3.1%2.2%3.1%2.7%

3.6% 1.9%2.2%
4.0%

4.3%

3.9% 3.9%1.5% 0.5%12.2%7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 借入金はない 100万円未満 100～200万円未満 200～400万円未満400～600万円未満 600～800万円未満 800～1000万円未満 1000～1500万円未満1500～3000万円未満 3000万円以上 無回答    【世帯主年齢別】 

0%20%40%60%80%100%

借入金はない 100万円未満 100～200万円未満
200～400万円未満

400～600万円未満
600～800万円未満

800～1000万円未満
1000～1500万円未満

1500～3000万円未満
3000万円以上

全体(n=9,127) 30歳未満(n=167) 30～39歳(n=1,026) 40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769) 60～69歳(n=2,405) 70歳以上(n=2,350)

  

南東部で借入金がない世帯の比率が特に高い。 
30 歳代・40 歳代で、借入金がある世帯の比率が高まる。 （住宅ローンだと思われる） 
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VI．家計のゆとり・苦しさに関する状況 

 
  

１．  総合的総合的総合的総合的なななな家計家計家計家計のののの状況状況状況状況（（（（問問問問 26）））） ・ 家計の状況は「大変苦しかった」と「やや苦しかった」と回答した世帯をあわせると、およそ半数を占める。 ・ 北部と西部で「ゆとりがあった」という回答の比率が全体と比べてやや高い。 ・ 「大変苦しかった」という回答の比率は 40 歳代で高く、70 歳代で低い。 図表VIVIVIVI-１ 総合的な家計の状況 【全体】 

（回答者数=8,611）

ゆとりがあった8.8%
普通であった40.8%

大変苦しかった20.7%
やや苦しかった29.6%

 「大変苦しかった」と「やや苦しかった」をあわせると、およそ半数 
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【地域別】 8.8%10.0%10.7%7.7%5.9%6.3%6.0%

40.8%40.1%43.6%38.6%43.0%47.6%40.9%

29.6%30.2%26.7%30.3%26.5% 29.9%31.4%

20.7%19.8%19.0%23.4%24.6%16.1%21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(N=8,611)北部(N=4,150)西部(N=831)中部(N=2,083)東部(N=614)南東部(N=615)南西部(N=318) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった   【世帯主年齢別】 8.8%5.6%6.8%6.5%9.3%10.5%9.1%

40.8%34.4%31.7%31.0% 37.3%43.9%50.5%

29.6%35.6%36.4%34.6% 27.9% 27.5%26.8%

20.7%24.4%25.0%27.9%25.4%18.1%13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(N=8,611)30歳未満(N=160)30～39歳(N=967)40～49歳(N=1,281)50～59歳(N=1,672)60～69歳(N=2,275)70歳以上(N=2,224) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  

中部と南西部で「苦しかった」世帯の比率が高い。 

50 歳代から、世帯主の年齢が上がるにつれ、「苦しかった」という比率が下がる。 
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２． 家計家計家計家計のののの状況状況状況状況とととと収入収入収入収入とのとのとのとの関係関係関係関係 ・ 年間収入 100 万円未満の世帯では、7 割以上が「大変苦しかった」または「やや苦しかった」と回答。 ・ 年間収入 700 万円を超えると「苦しい」の比率が下がる。 ・ 同じレベルの年収でも、高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯のほうが、それ以外の世帯よりも「ゆとりがあった」「普通であった」という回答の比率が高い。 図表VIVIVIVI-２ 年間収入別にみた家計の状況 【全体】  

2.0%2.3%3.5%
6.2%7.9%9.3%
12.2% 31.6%

25.6%33.4%39.5%
42.0%41.3%39.5%

46.2% 46.5%

31.2% 33.1% 31.5% 31.1%
32.0%31.9% 27.5% 16.4%

41.2% 31.2%25.4%
20.7%18.8%19.3%14.1%5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

100万円未満(n=391)100～200万円未満(n=871)200～300万円未満(n=1,301)300～400万円未満(n=1,195)400～500万円未満(n=953)500～700万円未満(n=1,448)700～1,000万円未満(n=1,216)1,000万円以上(n=737)

ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  （注）四捨五入の関係上、表記している比率の合計が 100％にならないことがある。（以下同様）    

700 万円を境に「苦しかった」の比率が大きく下がる。 1000 万円を境に「ゆとりがあった」の比率が大きく上がる。 
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【高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯】 72.2%38.8%31.3%21.3%11.6%5.0%2.7%2.6%

19.4%42.9%50.0%58.6%58.8%54.6%45.1%27.5%

8.3%16.3%16.4%15.5%24.0%29.2%33.2%40.4%

2.0%2.2%4.6%5.7%11.2%19.0%29.5%

0.0%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%1,000万円以上(n=36)700～1,000万円未満(n=49)500～700万円未満(n=134)400～500万円未満(n=174)300～400万円未満(n=371)200～300万円未満(n=518)100～200万円未満(n=443)100万円未満(n=193) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  
 

 

 

【高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯以外】 29.5%11.1%7.0%4.9%3.8%2.6%1.9%1.5%

47.9%46.4%38.4%37.5%34.5%29.5%21.3%23.7%

16.8%27.9%33.5%35.7%34.3%33.1%32.9%22.2%

14.7%21.1%22.0%27.4%34.9%43.9%52.5%

5.7%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%1,000万円以上(n=701)700～1,000万円未満(n=1,167)500～700万円未満(n=1,314)400～500万円未満(n=779)300～400万円未満(n=824)200～300万円未満(n=783)100～200万円未満(n=428)100万円未満(n=198) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  

同じくらいの年収でも、「高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯」のほうが「ゆとりがあった」「普通であった」という回答の比率が高い。 
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３． 家計家計家計家計のののの状況状況状況状況とととと貯蓄貯蓄貯蓄貯蓄とのとのとのとの関係関係関係関係（（（（問問問問 24）））） ・ 全体を通じて、貯蓄が多い世帯ほど、生活にゆとりがあったことがわかる。 ・ 「貯蓄はない」と回答した世帯の８割以上が家計が苦しかったと回答。 ・ ゆとりがあったと回答した世帯の割合が全体の１割を超えるのは「1,000～2,000 万円未満」以上の階層。 図表VIVIVIVI-３ 貯蓄階層別にみた家計の状況 

1.1%1.3%3.7%
4.0%4.6%7.6%
13.4%22.5% 39.0%

14.3%23.6% 34.8%40.9%44.6%
52.4% 58.3% 58.9% 50.8%

27.2% 40.3% 36.9% 38.8%36.2% 30.7% 23.1% 15.9% 8.7%

57.4% 34.7% 24.6%16.3%
14.6%9.3%5.2%

2.8%1.5%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

貯蓄はない(n=1,226)100万円未満(n=1,041)100～200万円未満(n=727)200～400万円未満(n=946)400～600万円未満(n=693)600～1,000万円未満(n=1,010)1,000～2,000万円未満(n=986)2,000～3,000万円未満(n=542)3,000万円以上(n=667)

ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  貯蓄の多寡と家計の状況が明快に関係している。 
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４． 家計家計家計家計のののの状況状況状況状況とととと借入金借入金借入金借入金とのとのとのとの関係関係関係関係（（（（問問問問 25）））） ・ 家計の状況と借入金との関係は収入や貯蓄ほど金額に比例しない。 ・ 借入金を「生活費に充てる」と回答している世帯では、家計の状況は苦しいと感じている。 図表VIVIVIVI-４ 借入金の金額別にみた家計の状況 

11.9%2.0%2.6%7.9%
4.1%4.7%5.7%
3.7%9.2%

49.4%26.1%25.3% 29.7%28.9%31.7%28.6%25.7% 31.6%

26.1%36.8%29.7% 30.1%34.9%33.4%38.6%
34.9% 24.4%

12.6%35.0%42.5% 32.3%32.1%30.2%27.0%
35.6%34.8%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

借入金はない(n=4,671)100万円未満(n=494)100～200万円未満(n=273)200～400万円未満(n=266)400～600万円未満(n=218)600～1,000万円未満(n=401)1,000～2,000万円未満(n=740)2,000～3,000万円未満(n=587)3,000万円以上(N=250)

ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった   図表VIVIVIVI-５ 借入を行った目的（複数回答） 70.6%3.3% 12.4%0.7% 13.1%0.0% 10.5%0.7%

69.0%4.2%8.1%1.7% 19.9%2.3% 7.6%1.2%4.0%

67.1%6.7%8.6%1.1% 24.6%6.8%7.6%1.6%3.2%

56.7%9.5%12.1%0.3% 24.9%18.3%12.8%3.7%4.5%2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%住宅土地購入用教育用事業用旅行・行楽用自動車など耐久財購入用生活費に充てるその他入院・治療用無回答 ゆとりがあった(n=153)普通であった(n=909)やや苦しかった(n=1,105)大変苦しかった(n=1,062)  （注）「ゆとりがあった」など家計の状況ごとに借入金を行っていると回答した数を分母に取り、それぞれの目的を分子にとって比率を算出している。 

借入金がない世帯と、少額でもある世帯とで差が顕著。 
「生活費に充てる」という回答は「大変苦しかった」という世帯で比率が高い。 
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５． 家計家計家計家計のののの状況状況状況状況とととと就業就業就業就業状況状況状況状況とのとのとのとの関係関係関係関係  ・ 世帯主の就労先が「建設業」「運輸業・郵便業」である世帯では、「大変苦しかった」という回答の比率が高い。 ・ 世帯主が非就業者でも家計は「普通であった」という回答の比率が高いのは、年金受給者であるためと考えられる。 図表VIVIVIVI-６ 世帯主の就業先の産業別にみた家計の状況   5.8%6.2%9.8%4.2%10.2%5.3%8.3%11.4%

45.8%28.0% 36.8%29.5% 35.4%36.7% 44.1%39.2%

28.5%32.8% 30.6%33.3% 28.9%31.7% 32.0%29.0%

19.9%33.0%22.7%33.0%25.4%26.3%15.6%20.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%農業・林業・漁業(n=277)建設業(n=503)製造業(n=1,026)運輸業・郵便業(n=288)卸・小売業(n=567)その他のサービス業(n=357)公務(n=456)その他(n=1,932) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  （注）構成比が全体で５％未満の産業については「その他」に集約している。  図表VIVIVIVI-７ 世帯主の就業形態別にみた家計の状況 9.6%6.4%6.7%8.7%
37.7%34.9%37.6% 47.7%

30.9%28.8%26.7% 27.4%
21.8%29.8%29.1%16.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%正規の職員・従業員(n=4,552)非正規雇用者(n=704)家族従業者・内職(n=165)非就業者(n=2,287) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった  

「建設業」「運輸業・郵便業」で「大変苦しかった」という回答の比率が高い。 
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VII．「５つの構想案」に関連するデータ 

 

１． 健健健健やかにやかにやかにやかに生生生生きるきるきるきる 

（1）余暇の取得状況 ・ 全体では７割以上の世帯構成員が「十分」または「まあまあ」余暇が取れたと回答。 ・ 30 歳代、40 歳代では「あまり取れなかった」という回答が多い。 図表VIIVIIVIIVII-１ 年齢別の余暇取得状況 【回答者年齢別】 31.9%36.4%24.1%18.8%17.0%23.0% 40.0% 52.8%

41.4% 42.0%49.2%44.3%47.6% 46.4% 38.7% 27.4%

20.6%17.9%21.9%32.0%29.3%25.1%14.8%9.0%

6.2%3.8%4.8%4.9%6.1%5.5%6.6%10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=27,246)20歳未満(n=4,676)20～29歳(n=3,006)30～39歳(n=3,608)40～49歳(n=3,235)50～59歳(n=3,682)60～69歳(n=4,568)70歳以上(n=4,471) 十分取れた まあまあ取れた あまり取れなかった 無回答    （注）対象者数が調査票回収数を超えているのは、回答ごとの世帯構成員（世帯主、配偶者、父母、子）すべての数を合算しているため。  
30・40 歳代で「あまり取れなかった」という比率が高い。 
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（2）余暇・自由時間の過ごし方 

① 男性 ・ 余暇・自由時間の過ごし方として、最も多いのは「本・新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの見聞き」。 ・ 男性においては、若い年代においては、「テレビゲーム・携帯ゲーム」という回答の比率が高いが、それ以外の年代では「本・新聞・テレビなどの見聞き」という回答の比率が高い。 ・ 男性に特徴的なのは「パソコン・インターネット利用」や「運動・スポーツ」といった項目の比率の高さ。 図表VIIVIIVIIVII-２ 余暇・自由時間の過ごし方（性・年代別・上位項目） 【男性・平日】 

0%10%20%30%40%50%60%70%

6～12歳 13～15歳 16～18歳 19～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上本・新聞・テレビなどの見聞き 休養・くつろぎ パソコン・インターネット利用その他の趣味娯楽（家庭菜園、釣りなど） テレビゲーム・携帯ゲーム 運動・スポーツ

休養・くつろぎテレビゲーム・携帯ゲーム運動・スポーツ パソコン・インターネット利用
本・新聞・テレビなどの見聞き

その他の趣味娯楽
 【男性・休日】 

0%10%20%
30%40%50%
60%

6～12歳 13～15歳 16～18歳 19～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上本・新聞・テレビなどの見聞き 休養・くつろぎ その他の趣味娯楽（家庭菜園、釣りなど）パソコン・インターネット利用 テレビゲーム・携帯ゲーム 運動・スポーツ

休養・くつろぎ
その他の趣味娯楽 運動・スポーツパソコン・インターネット利用

本・新聞・テレビなどの見聞き テレビゲーム・携帯ゲーム
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② 女性 ・ 余暇・自由時間の過ごし方として、最も多いのは「本・新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの見聞き」で男性と共通している。 ・ 女性に特徴的なのは「おしゃべり」や「ウィンドウショッピング」といった項目の比率の高さ。 【女性・平日】 

0%10%20%30%40%50%60%70%

6～12歳 13～15歳 16～18歳 19～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上本・新聞・テレビなどの見聞き 休養・くつろぎ おしゃべりその他の趣味娯楽（家庭菜園、釣りなど） パソコン・インターネット利用 学習・研究
おしゃべり 休養・くつろぎ

その他の趣味娯楽 パソコン・インターネット利用
本・新聞・テレビなどの見聞き学習・研究

 【女性・休日】 

0%10%20%
30%40%50%
60%

6～12歳 13～15歳 16～18歳 19～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上本・新聞・テレビなどの見聞き 休養・くつろぎ その他の趣味娯楽（家庭菜園、釣りなど）ウインドウショッピング おしゃべり 旅行・行楽

休養・くつろぎ
その他の趣味娯楽

ウインドウショッピング
おしゃべり

本・新聞・テレビなどの見聞き
旅行・行楽
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③ 子ども ・ 「テレビゲーム・携帯ゲーム」、「本・新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの見聞き」といった回答が多い。 ・ 7-12 歳では「運動・スポーツ（部活動を除く）」という回答が比較的多いのに対し、13-18 歳では「学校のクラブ・部活動」という回答が多い。 図表VIIVIIVIIVII-３ 余暇・自由時間の過ごし方（7-18 歳）（複数回答） 【７-12 歳（平日）】 50.5%47.9%27.0%24.9%14.0%13.1%10.6%8.9%6.4%4.8%3.6%1.7%1.3%1.1%0.4%0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%テレビゲーム・携帯ゲーム本・新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの見聞き学習・研究（部活動を除く）（語学・趣味教室など）運動・スポーツ（部活動を除く）休養・くつろぎ学校のクラブ・部活動おしゃべりその他パソコン・インターネット利用その他の趣味・娯楽（家庭菜園・釣りなど）何もすることがなく、時間をもてあました旅行・行楽映画・美術・スポーツなどの鑑賞・観戦ウィンドウショッピングボランティア・社会参加活動ドライブ （対象者数：1,260人）  【13-18 歳（平日）】 43.1%42.0%33.6%25.7%22.7%19.0%9.9%6.3%5.1%3.6%2.9%2.1%1.4%0.9%0.3%0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%学校のクラブ・部活動本・新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどの見聞きテレビゲーム・携帯ゲーム学習・研究（部活動を除く）（語学・趣味教室など）パソコン・インターネット利用休養・くつろぎおしゃべり運動・スポーツ（部活動を除く）その他その他の趣味・娯楽（家庭菜園・釣りなど）映画・美術・スポーツなどの鑑賞・観戦何もすることがなく、時間をもてあましたウィンドウショッピング旅行・行楽ボランティア・社会参加活動ドライブ （対象者数：1,260人）  
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２． 奈良奈良奈良奈良にににに暮暮暮暮らすらすらすらす 

（1）住まいの状況（問２） ・ 県全体では、持ち家が 82.2％と最も多い。 ・ 地域別では、特に東部、南東部の持ち家率が高い。 ・ 年齢が上昇するにつれて、持ち家の比率が高くなり、40 歳代以降の世帯では 8 割となる。 図表VIIVIIVIIVII-４ 住まいの状況 【全体】 

（回答者数=9,127）
持ち家82.2%

県営・市営村営の賃貸住宅2.9% 無回答 0.7%
民間の賃貸住宅8.8%

都市再生機構（旧公団）・公社等の賃貸住宅2.4%
社宅・公務員住宅等 0.8% その他 2.3%

 「持ち家」の比率が８割強。 
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【地域別】 78.4%86.0%82.7%90.4%90.6%84.5%

11.0% 5.0%9.4% 4.9%3.4%5.1%

3.9%4.6%0.3%
0.2%0.3%
0.1%

2.7% 1.8%4.5%0.3%1.8%3.9%

1.2%
0.4%0.1%0.5%0.6%
2.1%2.1%1.8%3.5%3.2%5.1%

0.7%0.4%0.8%0.6%0.3%0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%北部(n=4373)西部(n=896)中部(n=2225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 持ち家 民間の賃貸住宅都市再生機構（旧公団）・公社等の賃貸住宅 県営・市営村営の賃貸住宅社宅・公務員住宅 その他無回答   【世帯主年齢別】   31.1% 69.4% 81.8%88.4%85.9%83.2%

47.9% 21.1% 11.2%
6.0% 6.0%

3.0%
4.9%5.7%5.8%

3.1%2.5%
1.5%1.8%
2.2%

3.1%3.0%
1.6%
3.2%
0.1%0.3%0.7%1.2%
1.9%6.6%

4.3%2.0%
1.5%0.9%
1.9%1.2% 1.2%0.3%0.2%0.5%0.7%1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%30歳未満(n=167)30～39歳(n=1,026)40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1,769)60～69歳(n=2,405)70歳以上(n=2,350) 持ち家 民間の賃貸住宅都市再生機構（旧公団）・公社等の賃貸住宅 県営・市営村営の賃貸住宅社宅・公務員住宅 その他無回答   

世帯主が 30 歳代でおよそ７割、40 歳代でおよそ８割が持ち家に居住。 
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（2）世帯主の県外からの転居経験の有無（問 3-1） ・ 県全体では「親の代からずっと県内に住んでいる」世帯が多い。 ・ 西部や北部では「初めて県外から転居してきた」という世帯が多い一方、東部・南東部・南西部では「親の代からずっと県内に住んでいる」という世帯が多い。 図表VIIVIIVIIVII-５ 世帯主の県外からの転居経験の有無 【全体】 

（回答者数=9,127）
初めて県外から転居してきた37.9%

無回答 1.8%

以前居住経験があり、再び県外から転居してきた 8.7%
親の代からずっと県内に住んでいる51.6%

 



 38 

【地域別】 37.9%46.5%49.1%35.3%14.6%9.4%12.8%

8.7% 10.0%8.5%8.4%5.6%6.5%5.1%

51.6%41.3%40.3%55.0%78.3%83.7%78.9% 3.3%0.5%1.5%1.3%2.1%2.2%1.8%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)北部(n=4,373)西部(n=896)中部(n=2,225)東部(n=677)南東部(n=620)南西部(n=336) 初めて県外から転居してきた 以前居住経験があり、再び県外から転居してきた親の代からずっと県内に住んでいる 無回答   【世帯主年齢別】 37.9%32.9%30.7%35.2%36.2%42.5%39.6%

8.7%8.4%10.3%10.2%9.6% 8.1%7.1%

51.6%57.5%57.7%53.4%52.4%47.0%51.3% 2.0%2.3%1.8%
1.2%1.3%1.2%1.8%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=9,127)30歳未満(n=167)30～39歳(n=1,026)40～49歳(n=1,371)50～59歳(n=1769)60～69歳(n=2,405)70歳以上(n=2,350) 初めて県外から転居してきた 以前居住経験があり、再び県外から転居してきた親の代からずっと県内に住んでいる 無回答  

東部・南東部・南西部で「親の代からずっと県内に住んでいる」という世帯が多い。 

60 歳代で「初めて県外から転居してきた」という比率が高い。 
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（3） 世帯主が奈良に住み始めた時期（問 3-2） ・ 県外から転居してきた世帯主においては、「昭和 50 年以前」に住み始めたという世帯主が多く、特に南東部・南西部では昭和 50 年以前に転居してきた世帯主が４割を超えている。 ・ 世帯主が 30 歳未満の世帯のおよそ３分の２が「平成 21～17 年」に転居してきている。 図表VIIVIIVIIVII-６ 奈良に住み始めた時期 【全体】 

（回答者数=4,253）

0.9% 平成16～12年（５～９年前）7.6%平成11～７年（10～14年前）9.8%平成６～２年（15～20年前）10.5%平成元年～昭和61年（20～24年前）10.2%昭和60～56年（25～29年前）12.2%

昭和50年以前（35年以上前）26.8%
昭和55～51年（30～34年前）13.9%

平成21～17年（０～４年前）8.1%

  半数以上の世帯が昭和 60 年より以前に奈良県に転入。 
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【地域別】 9.0%7.2%6.6%8.8%5.1%3.3%

6.8%7.9%9.5%8.0%5.1%8.3%

9.3%10.7%10.3%8.0%16.3%8.3%

9.8%8.7%12.6%12.4%7.1%23.3%

10.2%11.8%10.5%6.6%6.1% 6.7%

13.2%13.2%10.0%12.4%7.1% 3.3%

15.2%16.1%10.4%18.2%5.1% 5.0%

25.4%24.0%29.1%23.4%48.0%41.7%

1.0%0.4%1.0%2.2%0.0%0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%北部(n=2,471)西部(n=516)中部(n=971)東部(n=137)南東部(n=98)南西部(n=60) 平成２１～１７年（０～４年前） 平成１６～１２年（５～９年前） 平成１１～７年（１０～１４年前） 平成６～２年（１５～２０年前） 平成元～昭和６１年（２０～２４年前）昭和６０～５６年（２５～２９年前） 昭和５５～５１年（３０～３４年前） 昭和５０年以前（３５年以上前） 無回答    【世帯主年齢別】 66.7%30.4%12.5%3.7%2.5%2.6%

14.5%26.6%14.1%4.9%3.0%3.3%

5.8%19.7%22.0%10.4%5.3%3.9%
8.8%22.6%18.0%5.2%4.9%

4.8%10.9%15.8%10.8%7.6%
8.5%18.4%14.9%11.1%

2.2%14.7%22.9%15.3%
5.9%13.5%34.4%50.1%

7.2% 1.4%2.9%2.1% 1.4%2.9% 0.0%4.0%
1.2%0.9%
0.6%1.1%
0.7%0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%30歳未満(n=69)30～39歳(n=421)40～49歳(n=623)50～59歳(n=810)60～69歳(n=1,218)70歳以上(n=1,097) 平成２１～１７年（０～４年前） 平成１６～１２年（５～９年前） 平成１１～７年（１０～１４年前） 平成６～２年（１５～２０年前） 平成元～昭和６１年（２０～２４年前）昭和６０～５６年（２５～２９年前） 昭和５５～５１年（３０～３４年前） 昭和５０年以前（３５年以上前） 無回答  

南東部で特に「昭和 50 年以前」という比率が高い。 
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（4） 世帯主が奈良県に住むようになったきっかけ（問 3-3） ・ 「就職・転職・転勤」や「住宅（広さなどの事情）」をきっかけに奈良県に居住してきた世帯が多い。 ・ 南東部や南西部では、「結婚・離婚・独立など世帯分離」、西部では「住宅（広さなどの事情）」といった回答が比較的多い。 ・ 30 未満では、「就職・転職・転勤」という比率が特に高い。 図表VII-７ 世帯主が奈良県に住むようになったきっかけ 【全体】 

（回答者数=4,253）
住宅（広さなどの事情）25.1%

就職・転職・転勤28.8%結婚・離婚・独立など世帯分離19.1%

無回答2.8%その他9.9%
定年退職・離職・老後の備え4.6%

家業継承・財産相続1.1%入学・転学2.4%出産・子育て・教育3.6%親・子などの介護・看護・世話2.5%

 半数以上の世帯が「就職・転職・転勤」と「住宅（広さなどの事情）」が理由で奈良県に転入。 
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【地域別】  28.8%31.9%20.5%26.1%24.8%29.6%26.7%

25.1%23.4%32.9%28.6%21.2%5.1%15.0%

19.1%18.9%16.3%19.8%17.5%27.6% 30.0%

4.6%4.1%6.0%
8.0%8.2%

3.9%
3.1% 8.2% 2.0%5.1%13.1%10.2%11.7%

4.1%
3.3%

2.5%
4.2%3.6%

2.2%
0.0%

1.7%2.2%2.5%
4.4% 2.6%
8.3%
1.7% 3.0%
2.4%

1.5% 1.5%
1.7%

0.8%1.1%
3.6% 1.1%
0.6%
3.3%
13.6%9.6% 8.9%
9.9%

0.0%1.0%3.6%
4.1%2.7%
2.5%2.8%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=4,253)北部(n=2,471)西部(n=516)中部(n=971)東部(n=137)南東部(n=98)南西部(n=60) 就職・転職・転勤 住宅（広さなどの事情） 結婚・離婚・独立など世帯分離定年退職・離職・老後の備え 出産・子育て・教育 親・子などの介護・看護・世話入学・転学 家業継承・財産相続 その他無回答      【世帯主年齢別】 28.8% 46.4%34.7%31.8%29.0%29.2%23.1%

25.1% 2.9%18.1%22.8%28.6%28.3%24.5%

19.1%20.3% 28.7%25.7%21.7%16.3%12.9%

4.6%0.0%
0.2%

3.7%12.8%

2.9% 5.5%0.0% 21.7% 0.0%9.9% 5.8%
9.9%16.3%

1.0%
0.0%

2.9% 2.9%3.8%
4.8%

3.6%

1.6% 3.6%3.1%
2.1%1.9%

2.5%

0.8% 1.7%2.6%
3.4%4.0%

2.4%

1.1% 1.2% 1.0%1.3%0.5%
1.1%

6.9%6.1%
5.0%

4.0%3.2%
2.2%1.9%1.7%
2.8%0.0%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体(n=4,253)30歳未満(n=69)30～39歳(n=421)40～49歳(n=623)50～59歳(n=810)60～69歳(n=1,218)70歳以上(n=1,097) 就職・転職・転勤 住宅（広さなどの事情） 結婚・離婚・独立など世帯分離定年退職・離職・老後の備え 出産・子育て・教育 親・子などの介護・看護・世話入学・転学 家業継承・財産相続 その他無回答   

西部で特に「住宅（広さなどの事情）」という比率が高い。 

30 歳未満は、「就職・転職・転勤」が特に多い。 
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（5）奈良県に住もうと決めた理由（問 3-4） ・ 「住宅のまわりの環境が良い（静かさ・景観・治安など）」「親・子などと同居・近い」「通勤先・通学先に近い」などが奈良県に住む・住み続ける理由として多い。 ・ 30歳未満では「通勤先・通学先に近い」、30 歳代では「親・子などと同居・近い」、70 歳以上では「近所づきあいなどがしやすい」といった項目が、他の年代と比べて重視されている。 図表VII-８ 奈良県に住もうと決めた理由（複数回答）  

                         

 

 住宅のまわりの環境が良い（静かさ・景観・治安など） 親・子などと同居・近い 通勤先・通学先に近い 交通の便がよい・都心部へ行くのに便利 土地や住宅価格・家賃が適当 土地の広さ・住宅設備などがよい 近所づきあいなどがしやすい 子育て環境・教育環境がよい 普段の買物などがしやすい 病院など医療機関が利用しやすい 介護などの福祉サービスを受けるのに便利 その他 無回答全　体 N= 9,127 30.0% 28.9% 23.1% 19.7% 16.5% 13.2% 12.2% 11.3% 10.7% 8.4% 1.6% 12.1% 9.4%北部 N= 4,373 32.8% 27.6% 26.7% 22.9% 16.9% 13.3% 8.3% 13.6% 10.6% 8.3% 1.4% 9.7% 10.2%西部 N= 896 29.0% 27.6% 18.8% 26.7%26.7%26.7%26.7% 24.1%24.1%24.1%24.1% 14.6% 9.0% 12.1% 11.3% 7.7% 1.3% 8.3% 11.4%中部 N= 2,225 25.2% 31.8% 23.1% 21.8% 18.6% 12.9% 11.2% 10.2% 14.8% 11.3% 1.4% 12.0% 9.1%東部 N= 677 28.8% 32.9% 17.4% 9.3% 11.1% 14.5% 21.0%21.0%21.0%21.0% 7.2% 7.4% 6.8% 2.2% 14.5% 8.3%南東部 N= 620 34.5% 26.8% 14.5% 1.8% 6.6% 13.1% 31.9%31.9%31.9%31.9% 5.3% 3.1% 4.4% 3.7% 25.3%25.3%25.3%25.3% 3.1%南西部 N= 336 24.4% 31.3% 16.4% 2.1% 8.6% 9.8% 22.6%22.6%22.6%22.6% 8.3% 4.8% 3.9% 1.5% 25.3%25.3%25.3%25.3% 10.1%30歳未満 N= 167 13.2% 41.3%41.3%41.3%41.3% 49.1%49.1%49.1%49.1% 6.6% 14.4% 3.0% 7.2% 6.0% 7.2% 1.8% 0.0% 6.0% 8.4%30～39歳 N= 1,026 24.1% 50.4%50.4%50.4%50.4% 40.5%40.5%40.5%40.5% 16.6% 19.9% 8.3% 5.6% 14.5% 9.1% 4.5% 0.3% 7.8% 5.6%40～49歳 N= 1,371 24.7% 42.6%42.6%42.6%42.6% 34.6%34.6%34.6%34.6% 16.7% 18.7% 9.3% 5.2% 14.4% 8.9% 5.0% 0.4% 8.7% 6.4%50～59歳 N= 1,769 30.8% 33.5% 27.8% 19.6% 17.4% 12.6% 9.0% 11.8% 10.2% 6.0% 1.4% 11.8% 7.1%60～69歳 N= 2,405 33.9% 19.4% 17.2% 23.7% 17.0% 16.4% 14.0% 11.1% 11.9% 10.1% 1.8% 13.0% 11.3%70歳以上 N= 2,350 32.6% 17.6% 9.7% 20.3% 13.1% 15.9% 20.1%20.1%20.1%20.1% 8.6% 12.0% 12.8% 3.1% 15.7% 12.8%        （注）全体の回答率と比較して５ポイント以上大きい場合は白抜白抜白抜白抜きききき、５ポイント以上小さい場合は斜体で示している。  

西部では交通の便や住宅価格が重視されている。 東部・南東部・南西部では「近所づきあい」が重視されている。 

30・40・50 歳代は、通勤・通学の利便性や、親子の同居・近居を重視。 
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VIII．南和地域のくらしの特徴 

 

１． 世帯世帯世帯世帯のののの状況状況状況状況  
（1）世帯主の年齢構成と子どもの有無 ・ 世帯主の年齢構成をみると、南和地域は 65 歳以上の高齢世帯主の比率が高く、特に、75歳以上の世帯主の割合は、県全体との差が大きい。 ・ 南和地域では、特に６歳未満の子どもがいる世帯の割合が低い。 図表VIII-１ 世帯主の年齢          図表VIII-２ 子どもがいる世帯（子どもの年齢別）           
（2）世帯類型 ・ 南和地域における世帯類型をみると、高齢単独世帯の比率が高い。 図表VIII-３ 世帯類型 

16.7%
7.2%

3.7%
3.8%

19.6%
16.2%

6.4%
8.8%

22.5%
39.4%

2.9%
4.5%

7.2%
4.5%

17.9%
13.4%

3.1%
2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域（n=956)
県全体(n=9,127) 高齢単独世帯 高齢以外の単独世帯 高齢夫婦世帯（夫婦のみ）高齢以外の夫婦のみの世帯 夫婦と子の世帯 1人親と子の世帯子と親の世帯 3世代（以上）世帯 その他の親族世帯    

世帯数 割合 世帯数 割合総 数 956 100.0% 9,127 100.0%15 歳 未 満 0 0.0% 0 0.0%15 ～ 24 歳 0 0.0% 48 0.5%25 ～ 34 歳 17 1.8% 459 5.0%35 ～ 44 歳 86 9.0% 1,359 14.9%45 ～ 54 歳 133 13.9% 1,455 15.9%55 ～ 64 歳 215 22.5% 2,211 24.2%65 ～ 74 歳 240 25.1% 2,209 24.2%75 歳 以 上 262 27.5% 1,347 14.8%無 回 答 3 0.3% 39 0.4%
世帯主年齢別世帯数 南和地域 県全体 世帯数 割合 世帯数 割合回答世帯総数 956 - 9,127 - 6歳未満の子どもがいる世帯 65 6.8% 1,041 11.4%12歳未満の子どもがいる世帯 134 14.0% 1,891 20.7%15歳未満の子どもがいる世帯 161 16.8% 2,309 25.3%18歳未満の子どもがいる世帯 206 21.5% 2,700 29.6%20歳未満の子どもがいる世帯 227 23.7% 2,960 32.4%

南和 県全体

高齢単独世帯の比率が高い。 
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２． 経済状況経済状況経済状況経済状況 

（1）月間支出（問 22） ・ 南和地域における月間支出は、県全体と比較すると少なめであり、高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯に限るとその傾向はさらに顕著である。 ・ 支出額は６割の世帯が 20 万円未満に収まり、30 万円以上の支出をしている世帯はわずかである。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-４ 月間支出（税込）の状況 【全体】 
9.6%

21.9%
20.0%

14.4%
16.6%

10.9%
12.8% 7.3%

16.6% 22.3%
17.5%

4.6%
4.1% 2.3%2.1% 0.8%1.3%0.8%2.4%1.7%6.3%

3.7%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域（n=956)県全体（n=9,127) 10万円未満 10～15万円未満 15～20万円未満 20～25万円未満25～30万円未満 30～35万円未満 35～40万円未満 40～45万円未満45～50万円未満 50万円以上 無回答   【高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯】 
15.9%

18.9%
20.9%

10.3%
16.1% 9.6%

29.1% 31.1%
22.9%

4.0%
4.4% 1.7%1.8%1.1%0.9%0.3%0.5%0.3%1.0%

1.1%
5.9%
2.0%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=350)県全体(n=2,169) 10万円未満 10～15万円未満 15～20万円未満 20～25万円未満25～30万円未満 30～35万円未満 35～40万円未満 40～45万円未満45～50万円未満 50万円以上 無回答  

県全体に比べて支出が少額の世帯の比率が高い。 
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【高齢単身世帯及び高齢夫婦世帯以外】 
9.4%
7.6%

17.2%
15.8%

23.6%
19.7%

16.8%
16.7%

14.9%
13.8%

6.3%
8.2%

3.0%
4.9% 1.2%
2.5% 1.2%1.6% 2.0%2.8%

4.6%
6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=606)県全体(n=6,958) 10万円未満 10～15万円未満 15～20万円未満 20～25万円未満25～30万円未満 30～35万円未満 35～40万円未満 40～45万円未満45～50万円未満 50万円以上 無回答   
（2）年間収入（問 22） ・ 南和地域における年間収入は、県全体と比較すると少なめである。 ・ 南和地域では年間収入が 300 万円未満の世帯が全体の５割近くを占めている。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-５ 年間収入（税込）の状況 【全体】   

4.4%
9.8%
8.2% 9.0%

9.9% 19.7%
9.8%

17.6%
14.6%

15.1%
13.4%

7.6%
10.7% 16.1%

10.0%
13.7%

4.4% 5.9%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=956)県全体(n=9,127) 100万円未満 100～200万円未満 200～300万円未満300～400万円未満 400～500万円未満 500～700万円未満700～1,000万円未満 1,000万円以上 無回答   

県全体に比べて収入が少額の世帯の比率が高い。 
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（3）貯蓄の状況（問 24） ・ 南和地域では、県全体と比較すると貯蓄がない世帯の比率が高い。 ・ 貯蓄がある世帯についても、その額は県全体に比べて少なめである。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-６ 貯蓄の状況 

13.7%
8.1%
5.9%

5.2%
7.4%

11.3%
12.8%

16.1% 11.9%
11.6%

11.4%
8.1%

12.1%
10.6%

8.4%
7.7% 11.2%

10.1%
10.9%

5.3%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=956)県全体(n=9,127) 貯蓄はない 100万円未満 100～200万円未満200～400万円未満 400～600万円未満 600～1,000万円未満1,000～2,000万円未満 2,000～3,000万円未満 3,000万円以上無回答     

（4）総合的な家計の状況（問 26） ・ 南和地域における総合的な家計の状況について、「やや苦しかった」「大変苦しかった」という回答をあわせた比率は、５割近くに達するものの、県全体の比率に比べるとやや低く、「普通であった」と回答している比率が高い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-７ 総合的な家計のゆとりの状況   
6.2%
8.8%

45.3%
40.8%

30.4%
29.6%

18.0%
20.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=933)県全体(n=8,611) ゆとりがあった 普通であった やや苦しかった 大変苦しかった   

「普通であった」比率が高い。 
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３． 定住定住定住定住  
（1）現在の居住状況と住み始めた時期（問 3-1・3-2） ・ 南和地域では、「親の代からずっと県内に住んでいる」と回答した世帯主の比率が特に高い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-８ 現在の居住状況   

 
37.9%

1.5%
1.8%

10.6%
8.7%

6.0%
51.6%

82.0%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=956)県全体(n=9,127) 初めて県外から転居してきた以前居住経験があり再び県外から転居してきた親の代からずっと県内に住んでいる無回答       

（2）居住形態（問２） ・ 南和地域では「持ち家（一戸建・長屋建）」に住んでいる世帯の比率が高い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-９ 居住形態 
74.9%85.5%

3.0%
7.3% 4.0%8.8%

0.2%2.4%2.5%2.9%0.8%0.5%3.9%2.3%
0.4%0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=956)県全体(n=9,127) 持ち家（一戸建・長屋建） 持ち家（共同住宅）民間の賃貸住宅 都市再生機構（旧公団）・公社等の賃貸住宅県営・市町村営の賃貸住宅 社宅・公務員住宅などその他 無回答   

「親の代からずっと県内に住んでいる」と回答した世帯主の比率が特に高い。 
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４． しごとしごとしごとしごと 

（1）就業形態（問 1-⑤） ・ 南和地域では、世帯主の高齢化を反映して、世帯主が「非就業（学生を除く 仕事を探していない）」である比率が県全体と比べて高い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-１０ 就業形態の内訳（世帯主）  
37.8% 32.0%24.0% 12.7%10.9%24.2% 5.3%5.6% 2.8%

1.8%
4.0%2.5%

4.4%
7.3% 9.2% 6.7%1.5%

2.9%0.4% 0.4%2.2%1.4%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地域(n=956)県全体(n=9,127)正規の職員・従業員 パート・アルバイト（学生バイトを含む）契約社員、派遣社員 会社などの役員雇人がいる事業主 雇人がいない事業主家族従業者 内職非就業の学生（予備校生・自宅浪人を含む） 非就業（学生を除く）（仕事を探している）非就業（学生を除く）（仕事を探していない） 無回答  
（2）就業先の産業（問 1-⑥） ・ 南和地域における世帯主の就業先は「農業・林業・漁業」や「建設業」の比率が県全体に比べて高く、「製造業」が県全体に比べて低い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-１１ 就業先の主たる産業  

5.0% 2.7%4.9% 5.0%6.6% 11.4%8.4% 14.5%18.8%17.5%9.4% 12.2%19.1% 13.5%3.7% 2.3%5.3% 6.3% 5.9%10.4% 2.5% 3.8%2.5%
2.3%3.6% 2.5%0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地区(n=525)県全体(n=5,713) 農業・林業・漁業 建設業 製造業電気・ガス・熱供給・水道業 運輸業・郵便業 卸小売業宿泊業・飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業 教育、学習支援業医療・福祉 その他のサービス業 公務その他  （注１）世帯主が就業している世帯を対象に集計。 （注２）構成比が５％未満の産業について「その他」として集計している。具体的な内訳は、鉱業・採石・砂利探取業、電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信業、金融業・保険業、不動産業・物品賃貸業、学術研究・専門技術サービス業、宿泊業・飲食サービス業、生活関連サービス業・娯楽業、教育・学習支援業、医療・福祉、その他。 

世帯主の高齢化を反映して、非就業者の比率が高い。 

第一次産業や建設業の比率が高い。 
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５． まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり、、、、地域地域地域地域とととと人人人人のつながりのつながりのつながりのつながり 

（1）別居している親戚とのつながり（問 16） ・ 南和地域では別居している親戚と、つきあいが少ないという世帯の比率は県全体に比べて低く、「家事の手伝いや身の回りの世話に行ったり来たりする」世帯の比率がやや高い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-１２ 親戚とのつながりの深さ（複数回答） 36.9%30.0% 91.7%50.5%11.4% 21.8%
41.4%26.1% 94.5%61.7%18.0%20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%子（孫）などの世話に行ったり来たりする家事の手伝いや身の回りの世話に行ったり来たりする心配事などあれば、相談しあったりするたまに電話で話をする程度あまり（ほとんど）つきあいをしていない無回答 南和地区(n=956)県全体(n=9,127)  
 

（2）近所づきあいの程度（問 17） ・ 「互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる」という世帯の比率が高いなど、南和地域は県全体と比べて近所づきあいの程度が深い。 図表VIIIVIIIVIIIVIII-１３ 近所づきあいの程度  
23.2% 11.1%12.8%43.0% 31.3%35.5% 13.9%25.7% 0.7%2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%南和地区(n=956)県全体(n=9,127) 互いに相談したり、日用品の貸し借りをしたり、生活面で協力しあっている人がいる日常的に立ち話をする人がいるあいさつ程度の最小限のつきあいをしている人がいるつきあいをしている人はいない無回答  

近所づきあいが深い世帯の比率が高い。 
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